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サービスご紹介

フューチャーアーキテクト株式会社
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OmnibusCoreのサービス概要

販売に必要なデータ連携先を繋げ、
オムニチャネル戦略を支援するプラットフォームサービス

メーカー様

物流拠点

販売チャネル

24サイト※ 27企業※

自社/他社物流

通常/予約在庫

商品・画像 売価 在庫・注文 出荷 売上
商品の基本情報から、ECサ
イト掲載に必要な「ささげ情
報」まで管理・連携します。

プロパー価格だけではなく、
各ECサイトのセール価格も
管理・連携します。

リアルタイム引当※1をベースと
して、複数ECサイトの在庫を管
理・連携します。※1.一部ECサイト
はバッチ引当

出荷にともなう情報(出荷依頼・
実績報告)をBtoC/BtoB配送によ
らず、管理・連携します。

各ECサイトから出力される売上
情報を管理・連携します。

あらゆる場所で管理する在庫を、あらゆる配送形態で、あらゆるチャネルで販売するためのデータ連携ハブとなり、

チャネルごとの商品調達力・品揃え向上や、販売機会損失の削減、プロパー消化率の向上をもたらすことで、

メーカー様の売上・利益率の向上に寄与します。

※.2022年10月時点の実績
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OmnibusCoreのサービス展開状況

 28サイト(アクティブ：25サイト)の接続実績あり。2023年春には31サイト(アクティブ：28サイト)予定です。

 一部個別接続ECサイトを除き、商品～売上連携まで自動連携可能です。

No 分類 ECサイト名 運営事業者
連携情報

備考
商品 画像 価格 在庫 注文/出荷 売上

1

アパレル特化型
(リアル店なし)

マガシーク マガシーク ● ● ● ● ● ●

2 ミレポルテ B4F ● ● ● ● ● ●

3 アパレル特化型サイト R - ● ● ● ● ● ●

4 アパレル特化型サイト H - ● ● ● ● ● ●

5 アパレル特化型サイト FW - ● ● ● ● ● ●

6 アパレル特化型サイト L - ● ● ● ● ● ●

7 アパレル特化型サイト M - ● ● ● ● ● ●

8 アパレル特化型サイト A - ● ● ● ● ● ●

9 アパレル特化型サイト Z - ● ● ● ● ● ●

10 アパレル特化型サイト G - ● ● ● ● ● ●

11 アパレル特化型サイト S - ● ● ● ● ● ●

12 アパレル特化型サイト FS - ● ● ● ● ● ●

13
アパレル特化型
(リアル店あり)

マルイウェブチャネル 丸井 ● ● ● ● ● ●

14 &モール 三井不動産 ● ● ● ● ● ●

15 アパレル特化型サイト L - ● ● ● ● ● ●

16

複合型

Qoo10 eBay ● ● ● ● ● ● ※2023年春頃、連携開始予定
17 Amazon Amazon ● ● ● ● ● ● ※2023年春頃、連携開始予定
18 複合型ECサイト R - ● ● ● ● ● ●

19 複合型ECサイト Y - ● ● ● ● ● ●

20
越境

越境ECサイト T - ● ● ● ● ● ー 特定メーカー様に特化した連携構築。
21 越境ECサイト W - ー ー ー ● ● ー 特定メーカー様に特化した連携構築。
22 スタイリング

提案型
DROBE DROBE ● ● ● ● ● ●

23 エアークローゼット エアークローゼット ● ● ● ● ● ● ※2023年春頃、連携開始予定
24

百貨店

三越伊勢丹オンラインストア 三越伊勢丹 ● ● ● ● ● ●

25 NORENNOREN 三越伊勢丹 ● ● ● ● ● ●

26 東急百貨店ネットショッピング 東急百貨店 ● ● ● ● ● ●

27 タカシマヤファッションスクエア セレクトスクエア ● ● ● ● ● ●

28 百貨店ECサイト H - ● ● ● ● ● ●
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ECサイト展開に伴う課題

展開するECサイト毎に運用負荷が上がる

運営するECサイトの追加にともない担当者の負
荷も増し、さらには人件費も増えるため、本来、
注力すべき売上分析・販売戦略策定に時間が割
けないといった悪循環が生まれる。

在庫配分の難易度が上がる

生産数を抑えるメーカー様が増えている中、自
社ECサイトと、複数の外部ECサイトの状況を考
慮しつつ適切に在庫配分を行うことが困難に。
担当者の勘と経験に依存するだけではなく、欠
品による販売機会損失リスクが高まる。

システム開発・管理コストが上がる

ECサイトへの自動連携を独自に行う場合、連携
するECサイトが増える度に開発コストがかかる
上、自社システムの改修を重ねるとシステムが
複雑化し、保守性を損なう。さらに開発リソー
スも逼迫する。

担当者の負担・コストが肥大化 自社システム規模・改修コストが肥大化ECサイト展開スピード・効果が出ない

生産・在庫状況確認

外部ECサイト外部ECサイト自社ECサイト

生産(入庫予定) 実在庫

各ECサイト接続の開発

各ECサイト接続に伴う
新管理情報追加・既存改修

要件及び、
開発リソースの調整

ECサイト毎の
需要予測・在庫配分

外部ECサイト（各管理画面 等）

自社ECサイト

ECサイト毎に
個別の運用が発生 業務の煩雑化
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OmnibusCore導入後①

ECサイトへのデータ連携自動化に伴って、運用を最小限に抑える

OmnibusCoreに接続いただくとECサイトとの各種情報の連携が自動化されます。
自動化によって、担当者による外部ECサイト毎の手動運用や、外部サービスを利用した手動運用が不要になり、
ECサイトへの出店・拡大に必要なリソースや運用負荷が最小化されるため、
顧客接点強化や分析・販売戦略に注力いただけるようになります。

OmnibusCore
導入

他社サービス
導入

運用対応

メーカー様システム 3rdEC

他社サービス

外部システムへの
自社システムと同様の内容を登録・更新

外部ECサイト管理システムへの
自社システムと同様の内容を登録・更新

運用負荷 運用イメージ

高

低 データ登録・編集を最小限に抑える



Copyright © 2022 by Future Architect, Inc. Public- 6 -

OmnibusCore導入後①

ECサイトへのデータ連携自動化に伴って、運用を最小限に抑える

前頁に記載した外部ECサイト運営における業務で、OmnibusCore経由での自動連携に置き換え可能な範囲を記載します。

※1.ECサイトの仕様によって、更新不可項目が異なるため、更新頻度が高い項目・運用連絡に利用する項目は事前に確認が必要です。
※2.ECサイトの仕様によって、システム連携不可の場合がございます。

ECサイト運営主要業務一覧 現 新

1．商品管理 ECサイトへの初回商品・SKU登録 メーカー様

ECサイトへの画像追加／差替 メーカー様

ECサイトへの(セール)価格反映 メーカー様

ECサイトへのその他商品情報変更 メーカー様 ※1

ECサイトへの販売終了・非公開設定 メーカー様 ※2

2．在庫管理 ECサイトへの在庫登録・更新 メーカー様

3．受注管理 ECサイトからの注文登録＆在庫引当確認 メーカー様

ECサイトからの注文変更＆在庫引当確認・解除 メーカー様

4．出荷管理 メーカー様への出荷指図対象連携 メーカー様

ECサイトへの出荷／検品業務 メーカー様（倉庫） メーカー様（倉庫）

ECサイトへの出荷実績連携 メーカー様

5．出荷後管理 ECサイトでの交換対応・連絡 メーカー様・ECサイト メーカー様・ECサイト

ECサイトでの返品対応・連絡 メーカー様・ECサイト メーカー様・ECサイト

6．売上管理 ECサイトからの売上集計 メーカー様 ※2

×出店ECサイト数

運用を最小限
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OmnibusCore導入後②

在庫共有化することにより、販売効率最大化

各ECサイトとリアルタイム引当を行うことで、在庫を共有します。サイト
毎に在庫配分の必要がなくなり、外部ECサイトの在庫数を最大化するだけ
でなく、在庫数の少ない商品でも複数のECサイトで販売が可能です。また、
メーカー様で準備いただく在庫数も最小限に抑えられます。

メーカー様のシステム上で正管理することも可能

OmnibusCoreからメーカー様のシステムにリアルタイムで引当を行
うことが可能です。OmnibusCore上で在庫を正管理するのではなく、
メーカー様システムで在庫を正管理する連携方式も選択いただけま
す。

在庫配分不要・販売効率最大化

対応前イメージ 導入後イメージ① 導入後イメージ②

メーカー様

3030

3030

3030

3030

3030

メーカー様

55

1010

1515

3030

55 1010 1515

55 1010 1010 55 1010 1010

メーカー様

3030

3030

3030

3030

3030

55 1010 1010

メーカー様
業務引当

メーカー様
自社ECサイト

55

55

ECサイト①

ECサイト②

ECサイト③ ECサイト①

ECサイト②

ECサイト③ ECサイト①

ECサイト②

ECサイト③
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OmnibusCore導入後③

ECサイト展開時のコストが軽減

ECサイトへの自動連携を独自に行う場合、都度システム改修が必要ですが、
OmnibusCoreに接続すれば、開発コストを抑えながら複数のECサイトと
の連携が実現し、販売チャネルを拡大できます。

メーカー様システム改修を最低限に抑える

メーカー様とECサイトのマスタ仕様の差を吸収することで、煩雑で
あった各種マスタ変換業務の負荷を排除します。また、メーカー様
の既存IFに合わせた仕様で接続が可能です。システム改修を最低限
に抑えて導入することで、メーカー様側の開発リソースの逼迫や、
システムが複雑化になることを防ぎます。

ﾏﾙｲｳｪﾌﾞﾁｬﾈﾙ

メーカー②

貴社

メーカー①

メーカー④

メーカー③

・・・

DROBE

マガシーク

・・・

三越伊勢丹

Amazon

＆モール

ﾏﾙｲｳｪﾌﾞﾁｬﾈﾙ

メーカー②

貴社

メーカー①

メーカー④

メーカー③

・・・

DROBE

マガシーク

・・・

三越伊勢丹

Amazon

＆モール

メーカー様独自対応時 OmnibusCoreご利用時

ECサイト メーカー様

変
換

変
換

変
換

変
換

メーカ様
既存IF/API

メーカ様
既存IF/API

ECサイト
IF/API

ECサイト
IF/API

既存IF/APIを活用した連携が可能

管理が煩雑になるコード情報はOmnibusCore上で管理・変換

ECサイト メーカー様

メーカー
カラー

メーカー
アイテム

ECサイト
カラー

ECサイト
アイテム

メーカー
カラー

メーカー
アイテム

ECサイト
カラー

ECサイト
アイテム

変
換

変
換

出店ブランド追加

10日～

接続済み
ECサイトへの出店

1ヶ月※1～

当社接続済み
ECサイト出店費用

0円※2～

新規メーカー様
初期接続

3ヶ月～

※1.各社リソース調整済みキックオフ後且つ、一部ECサイトは除く。
※2. 最低限の動確テストのみ且つ、一部ECサイトを除く。
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OmnibusCore連携イメージ

メーカー様運営会社購入者

基幹システム

外部ECサイト
システム

口座

出荷指示

toB出荷

受注

支払い

債権照合

配送通知

運営会社倉庫toC出荷

入金

⑦在庫

⑨出荷実績

⑩売上

⑧出荷指図

受注

出荷実績

出
荷
実
績

事
前
入
庫

toC出荷

EC管理システム④商品

⑤画像

⑥価格（セール）

売上

①商品

③ささげ

②価格（セール）出荷実績

在庫

価格(セール)

画像

商品

自社物流センター

データ(バッチ)
データ(リアルタイム)
モノ
カネ

 OmnibusCoreを導入する場合のシステム全体図例です。
 メーカー様のご要望・システム構成によって異なります。
 メーカー様のシステム構成に合わせて柔軟に連携構築可能です。

凡
例
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OmnibusCoreが選ばれる理由①

メーカー様ニーズに合わせた機能を順次拡充

メーカー様のニーズに合わせて提供可能な機能の拡充を行っています。
予約連携・BtoC出荷連携・売上連携 等、機能面において他社サービス
よりも優位性を備えています。

メーカー様個別要望に応じたカスタマイズ可能

メーカー様に導入していただいて終わりではなく、接続後にメーカー様個
別の販売戦略・業務に合わせたカスタマイズ可能です。メーカー様だけに
システム改修を強いるのではなく、全体最適を考えた上で、カスタマイ
ズ・機能拡張を提供しています。

他社サービス

機能

商品 自動連携可 ≒ 自動連携可

セール価格 自動連携可 ＞ 自動連携可（一部）

画像 自動連携可 ≒ 自動連携可

在庫
通常 自動連携可 ≒ 自動連携可

予約 自動連携可 ＞ 取扱い不可

受注

通常
(B2B) 自動連携可 ≒ 自動連携可

通常
(B2C) 自動連携可 ＞ 連携不可

予約 自動連携可 ＞ 取扱い不可

出荷
B2B 自動連携可 ≒ 自動連携可

B2C 自動連携可 ＞ 連携不可

売上 自動連携可(一部) ＞ 連携不可

機能拡張性 カスタマイズ可 ＞ カスタマイズ不可

ブランドA～C ブランドD～G

例
①
：
ブ
ラ
ン
ド
別
引
当
先
切
替

例
②
：
運
用
に
合
わ
せ
た
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
連
携
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OmnibusCoreが選ばれる理由②

プロジェクト推進をサポート

ITコンサルティング事業をベースとしているため、メーカー様の業務・
システムに踏み込んだご提案が可能です。また、サービス提供会社とい
う立ち位置ではなく、プロジェクト全体の推進をお手伝いさせていただ
くことも可能なため、メーカー様でのプロジェクト推進におけるリソー
ス不足・経験値不足を当社で補うことが可能です。

サービスの枠を越えた提案も可能

サービス利用を越えたメーカー様の課題解決にご協力することが可能で
す。既存取引様に関しても、サービス提供の枠を越えて、メーカー様の
事業戦略に応じた取り組みを行う事例もございます。サービス導入だけ
ではなく、メーカー様の事業成⾧・拡大に向けてもご相談ください。

販売
データ

販促
データ

顧客
マスタ

在庫
データ

商品
マスタ

WEB タブレット 百貨店 専門店アプリ 直営店

顧客情報
統合基盤

基幹システム

オムニチャネル基盤

商品情報
統合基盤

構築構築 構築構築

全体設計全体設計

システム
要件整理
システム
要件整理

業務要件整理業務要件整理
テスト
計画

テスト
計画

全体推進全体推進

ECサイトとの契約調整ECサイトとの契約調整

テスト
実施

テスト
実施

リリース
・

移行

リリース
・

移行

設計・開発設計・開発

移行
計画
移行
計画

運用
テスト
運用

テスト

N月N月 N＋１月N＋１月 N＋２月N＋２月 N＋3月N＋3月

当社推進可当社推進可 貴社対応貴社対応

メーカー様での接続までの対応イメージ
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OmnibusCore Tips

OmnibusCoreを表す数字とキーワード

取り扱い総ブランド数

579

ECサイト別価格
設定可能

ECサイト別商品公開設定

年間総受注数

1,123,668

店舗在庫連携

取り扱いブランド ブランド×ECサイト連携

約600 約1,500
年間受注件数

100万件以上

SKU単位での

商品公開制御可能
予約販売

連携可能

ECサイト単位での

価格連携可能

安全在庫数
設定可能

在庫・生産数省力化

SDGsへ寄与
メーカー様固有の

カスタマイズ可能

※.2022年10月時点の実績
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料金体系

初期接続費及び、月額ご利用料金については、お問い合わせください。

お問い合わせ

omnibuscore-info@future.co.jp

フューチャーアーキテクト株式会社 流通サービス事業部
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